
― 214 ―

二
七

は
じ
め
に

　

日
本
人
は
古
来
、視
覚
表
現
に
関
心
を
示
し
て
き
た
。文
学
作
品
や
芸
能
作
品
が
、

絵
巻
や
絵
本
の
形
態
で
享
受
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
そ
の
証
左
で
あ
る
。
単
に
文
字

だ
け
で
は
な
く
、
絵
を
伴
っ
て
楽
し
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。　

　

本
稿
で
は
、
紫
（
ム
ラ
サ
キ
）
と
い
う
色
を
取
り
上
げ
、
文
学
作
品
や
芸
能
作

品
に
つ
い
て
、
日
本
人
の
色
彩
感
覚
と
表
現
の
あ
り
よ
う
を
探
り
、
日
本
文
学
と

日
本
文
化
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

一
、「
紫
」
と
は
何
か

　

紫
は
元
来
植
物
で
あ
る
。
ム
ラ
サ
キ
科
の
多
年
草
で
各
地
の
山
地
に
生
息
す
る
。

根
は
太
く
紫
色
を
し
て
お
り
、
茎
の
高
さ
は
三
〇
〜
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度

で
あ
る
。
紫
色
を
し
た
根
は
、
古
く
か
ら
重
要
な
染
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

野
山
で
見
か
け
る
、
あ
り
ふ
れ
た
植
物
の
根
の
色
彩
に
、
人
々
は
関
心
を
寄
せ
て

き
た
の
で
あ
る
。

ム
ラ
サ
キ
考
　
―
色
彩
表
現
か
ら
探
る
日
本
文
学
・
文
化
―
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二
、
古
代
の
「
紫
」
―
『
万
葉
集
』
―

　

紫
は
和
歌
に
多
く
詠
ま
れ
て
き
た
。ま
ず
現
存
最
古
の
和
歌
集
で
あ
る『
万
葉
集
』

（
八
世
紀
成
立
）
を
見
て
み
よ
う
（
注
１
）。
ま
ず
、
色
と
し
て
の
紫
を
考
え
る
上

で
重
要
な
和
歌
か
ら
は
じ
め
る
。

紫
は
、
灰
さ
す
も
の
そ
、
海
石
榴
市
の
、
八
十
の
衢
に
、
逢
へ
る
児
や
誰
（
巻

第
一
二
・
三
一
〇
一
）

　
「
灰
さ
す
も
の
そ
」
は
「
海つ

ば

き

ち

石
榴
市
の
椿
」
の
序
で
あ
る
。
紫
の
染
色
に
は
椿
の

灰
か
ら
採
取
し
た
灰
汁
を
使
用
し
た
。「
逢
へ
る
児
や
誰
」
と
は
、
歌
垣
の
場
で
の

若
い
女
性
に
対
す
る
問
い
か
け
で
、
異
性
に
対
し
て
名
前
を
尋
ね
る
こ
と
は
求
婚

を
意
味
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、「
紫
染
め
に
は
、
灰
を
さ
す
椿
、
そ
の
椿
市
の

八
十
の
分
か
れ
道
で
、
今
逢
っ
て
い
る
あ
な
た
は
ど
な
た
で
し
ょ
う
か
」
と
い
っ

た
意
と
な
る
。
歌
の
作
者
が
問
い
か
け
て
い
る
女
性
は
若
い
娘
で
あ
ろ
う
。
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次
の
二
首
は
大
人
の
女
性
、
そ
れ
も
人
妻
が
対
象
で
あ
る
。

紫
草
の
、
に
ほ
へ
る
妹
を
、
憎
く
あ
ら
ば
、
人
妻
故
に
、
我
恋
ひ
め
や
も
（
巻

第
一
・
二
一
）

　
「
に
ほ
へ
る
」
の
「
に
ほ
ふ
」
は
花
や
女
性
の
容
姿
の
形
容
で
あ
る
。「
妹
」
は

額
田
王
を
さ
す
。「
故
」
は
こ
の
場
合
は
逆
接
で
、
反
実
仮
想
の
「
憎
く
あ
ら
ば
」

を
受
け
て
い
る
。「
め
や
も
」
は
反
語
で
あ
る
。「
紫
草
の
よ
う
に
、
匂
う
あ
な
た

を
憎
い
と
思
っ
た
と
す
れ
ば
、
人
妻
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
恋
し
く
思
う
の

で
あ
ろ
う
か
」
の
意
で
あ
る
。

紫
は
、
根
を
か
も
終
ふ
る
人
の
児
の
、
う
ら
が
な
し
け
を
、
寝
を
終
へ
な
く

に
（
巻
第
一
四
・
三
五
〇
〇
）

　
「
根
を
か
も
終
ふ
る
」
の
「
か
も
」
は
疑
問
を
表
す
の
で
、「
根
を
終
わ
り
に
す

る
だ
ろ
う
か
」
の
意
と
な
る
。「
人
の
児
」
は
「
親
が
か
り
の
娘
や
人
妻
。
自
分
の

自
由
に
な
ら
な
い
女
性
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
う
ら
が
な
し
け
を
」
の
「
を
」
は
逆

接
な
の
で
、「
心
の
中
で
愛
し
く
思
う
の
に
」
の
意
で
あ
る
。「
寝
を
終
へ
な
く
に
」

は
「
寝
る
こ
と
を
果
た
せ
な
い
で
あ
ろ
う
」
の
意
味
な
の
で
、全
体
と
し
て
は
「
紫

草
は
根
は
尽
き
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
人
妻
を
愛
お
し
く
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

思
い
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
だ
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

右
三
首
に
読
ま
れ
た
「
紫
」
は
、
年
齢
や
立
場
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
女
性

を
対
象
と
し
て
い
る
。
古
代
日
本
人
は
「
紫
」
に
女
性
の
姿
を
見
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

女
性
を
あ
ら
わ
す
「
紫
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
女
性
が
身
に
着
け
る
装
束
へ
と
向

か
う
。

紫
の
、帯
の
結
び
も
、解
き
も
見
ず
、も
と
や
な
妹
に
、恋
ひ
わ
た
り
な
む
（
巻

第
一
二
・
二
九
七
四
）

　
「
紫
」は
高
貴
な
色
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
高
貴
な
女
性
の
意
で
あ
る
。「
も
と
な
」

は
「
わ
け
も
な
く
」
や
「
し
き
り
に
」
と
い
う
意
味
な
の
で
、「
高
貴
な
女
性
の
紫

の
帯
の
結
び
目
さ
え
解
い
て
見
よ
う
と
し
な
い
で
、
あ
の
女
性
に
わ
け
も
な
く
た

だ
恋
焦
が
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
の
意
と
な
る
。

紫
の
、
我
が
下
紐
の
、
色
に
出
で
ず
、
恋
ひ
か
も
痩
せ
む
、
逢
ふ
よ
し
を
な

み
（
巻
第
一
二
・
二
九
七
六
）　　
　

　

こ
の
歌
の
作
者
は
女
性
で
あ
る
。「
紫
色
の
私
の
下
着
の
色
が
人
目
に
つ
か
な
い

よ
う
に
、
恋
し
さ
も
押
し
隠
し
た
ま
ま
、
身
体
は
痩
せ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
、

お
逢
い
す
る
方
法
も
な
い
の
で
」
と
い
っ
た
意
で
あ
る
。

　
『
万
葉
集
』の
紫
の
イ
メ
ー
ジ
は
帯
や
下
着
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
女
性
の
髪
飾
り
、

す
な
わ
ち
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
類
に
も
及
ん
で
い
る
。

紫
の
、
ま
だ
ら
の
縵
花
や
か
に
、
今
日
見
し
人
に
、
後
恋
ひ
む
か
も
（
巻
第

一
二
・
二
九
九
三
）

　　
「
ま
だ
ら
」
は
原
文
で
は
「
綵
色
」
で
あ
る
。「
綵
」
は
、古
本
『
玉
篇
』
に
「
鄭

玄
曰
、
有
采
文
也
」
と
あ
る
如
く
、
五
色
の
彩
り
や
、
模
様
を
あ
ら
わ
す
。
鄭
玄

は
後
漢
を
代
表
す
る
儒
学
者
で
あ
る
。「
縵か
づ
ら」
は
、『
万
葉
集
』
巻
一
〇
に
「
霜
枯

れ
の
、
冬
の
柳
は
、
見
る
人
の
、
縵
に
す
べ
く
萌
え
に
け
る
か
も
」（
一
八
四
六
）

と
あ
る
如
く
、
蔓
や
柳
な
ど
の
枝
を
輪
に
し
た
髪
飾
り
の
こ
と
で
あ
る
。「
紫
の
、
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ま
だ
ら
の
縵
」
で
「
花
や
か
」
の
序
と
な
っ
て
い
る
。
現
代
風
に
言
え
ば
、
紫
色

の
カ
ラ
フ
ル
な
ヘ
ア
バ
ン
ド
や
バ
ン
ダ
ナ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
ま
さ

に
「
今
日
見
し
人
」
が
紫
色
の
彩
り
豊
か
な
髪
飾
り
を
し
て
お
り
、
そ
の
髪
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
に
魅
か
れ
た
の
で
あ
る
。「
紫
色
に
染
め
た
彩
り
が
綺
麗
な
縵
の
よ
う

に
、
華
や
か
で
素
敵
な
今
日
見
た
女
性
を
、
後
で
恋
い
慕
う
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ

た
意
味
の
和
歌
で
あ
る
。

　

三
、
中
古
・
中
世
の
「
紫
」
―
『
古
今
和
歌
集
』
ほ
か
―

　

次
に
中
古
、
平
安
時
代
の
「
紫
」
を
見
て
み
よ
う
。
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ

る
『
古
今
和
歌
集
』（
一
〇
世
紀
初
成
立
）
の
歌
で
あ
る
。　

紫
の
一
本
ゆ
え
に
武
蔵
野
の
、
草
は
み
な
が
ら
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
（
巻
第
一

七
・
雑
歌
上
）

　
「
み
な
が
ら
」
は
「
残
ら
ず
」「
す
べ
て
」
の
意
で
「
あ
は
れ
」
は
感
動
詞
で
あ
る
。

紫
草
と
い
う
植
物
へ
の
感
動
を
詠
ん
だ
歌
で
「
た
っ
た
一
本
（
一
株
）
の
紫
草
が

あ
る
た
め
に
、
武
蔵
野
の
あ
る
草
が
す
べ
て
い
と
お
し
い
も
の
に
思
え
る
も
の
だ
」

の
意
に
な
る
。

　
『
顕
注
密
勘
』（
一
三
世
紀
初
成
立
）
は
「
紫
の
一
本
ゆ
ゑ
（
中
略
）
紫
の
ゆ
か

り
と
も
よ
む
な
り
」
と
記
す
。「
紫
」
が
縁
、
ゆ
か
り
を
表
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。『
顕
注
密
勘
』
は
、
藤
原
定
家
（
応
保
二
年
〔
一
一
六
二
〕
〜
仁
治
二
年

〔
一
二
四
一
〕。
歌
人
）
に
よ
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
書
で
、
顕
昭
（
平
安
末

鎌
倉
初
の
歌
人
。
生
没
年
未
詳
）
の
『
古
今
集
註
』
に
定
家
の
説
を
注
し
た
書
で

あ
る
。
書
名
は
、
顕
昭
の
注
に
定
家
が
密
勘
を
加
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

　

右
の
読
み
人
知
ら
ず
の
歌
を
踏
ま
え
て
業
平
朝
臣
の
歌
が
続
く
。

妻
の
お
と
う
と
を
持
て
侍
り
け
る
人
に
、
袍
を
お
く
る
と
て
よ
み
て
や

り
け
る

紫
の
、
色
濃
き
と
き
は
目
も
は
る
に
、
野
な
る
草
木
ぞ
、
わ
か
れ
ざ
り
け
る

　
「
妻
」
は
歌
の
作
者
の
妻
、「
お
と
う
と
」
は
作
者
の
妻
の
妹
を
さ
す
。
袍
う
へ
の
き
ぬは
男

子
の
正
装
な
の
で
、「
私
（
作
者
）
の
妻
の
妹
を
妻
と
し
て
い
た
人
に
、
男
子
の
正

装
の
袍
を
差
し
上
げ
る
と
い
っ
て
詠
ん
で
あ
げ
た
」
歌
で
あ
る
。

　

こ
の
歌
の
「
紫
」
は
作
者
の
妻
、
す
な
わ
ち
女
性
を
表
し
て
い
る
。「
紫
の
色
濃

き
と
き
は
」
は
、「
植
物
と
し
て
の
紫
草
の
根
の
色
が
濃
厚
な
時
は
」
の
意
で
、
前

述
し
た
染
料
と
し
て
の
紫
色
の
「
濃
さ
」
と
、
作
者
と
義
弟
の
妻
同
士
が
姉
妹
で

あ
る
と
い
う
血
縁
関
係
の
「
濃
さ
」
を
掛
け
た
表
現
で
あ
る
（
第
二
節
、『
万
葉
集
』

巻
第
一
二
・
三
一
〇
一
参
照
）。「
目
も
は
る
に
」
は
「
目
も
遥
に
」
で
「
芽
も
張
る
」

に
掛
け
て
お
り
、
続
く
「
草
木
」
の
縁
語
と
な
っ
て
い
る
。「
野
な
る
草
木
」
は
歌

を
贈
っ
た
相
手
、
す
な
わ
ち
作
者
の
妻
の
夫
で
あ
る
義
弟
に
譬
え
て
い
る
。「
染
色

の
も
と
に
な
る
紫
草
の
色
が
濃
い
時
分
は
、「
紫
の
一
本
ゆ
え
に
」
と
古
歌
に
あ
る

如
く
、
目
も
は
る
か
に
見
え
る
芽
を
張
っ
て
い
る
野
山
の
草
木
ま
で
も
、
紫
草
と

同
様
に
懐
か
し
く
思
わ
れ
る
も
の
で
、姉
妹
関
係
に
あ
る
女
性
を
妻
に
持
つ
私
（
作

者
）
と
あ
な
た
（
義
弟
）
が
濃
い
紫
色
と
同
じ
様
に
懐
か
し
く
親
し
み
を
抱
く
の

は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
意
と
な
る
。

　

右
の
歌
の
「
紫
」
も
万
葉
集
以
来
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
女
性
を
示
し
て
い
る
。

室
町
時
代
語
研
究
の
資
料
と
し
て
、
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
『
日
葡
辞
書
』（
慶

長
八
・
九
年
〔
一
六
〇
三
・
一
六
〇
四
〕
成
立
）
に
「
ム
ラ
サ
キ
。
す
な
わ
ち
、

ヲ
ナ
ゴ
」「
ヲ
ナ
ゴ
〈
訳
〉
婦
人
」
と
あ
る
如
く
、
中
世
の
「
紫
」
は
女
性
の
別
称

で
あ
っ
た
。
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〇

四
、
近
世
の
「
紫
」（
一
）
―
「
紫
帽
子
」
―

　

近
世
、
江
戸
時
代
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
「
紫
帽
子
」
に
注
目
し
て
み

た
い
。「
紫
帽
子
」
は
歌
舞
伎
の
女
方
の
被
り
物
で
、女
方
の
象
徴
で
あ
っ
た
。『
役

者
全
書
』
下
巻
（
安
永
三
年
〔
一
七
七
四
〕
刊
）
は
次
の
如
く
記
す
。

歌
舞
伎
に
て
用
ゆ
る
紫
帽
子
は
、
そ
の
か
み
鳥
居
庄
七
と
い
ふ
女
形
は
じ
む
。

是
び
ら
り
と
さ
げ
て
き
せ
た
る
よ
し
。（
中
略
）
其
後
、
元
禄
の
比
、
加
茂

川
の
し
ほ
、
水
木
辰
之
助
工
夫
し
て
、
縮
緬
に
て
拵
へ
、
色
は
紫
に
定
め
た

り

　

若
衆
歌
舞
伎
禁
止
後
、
前
髪
を
剃
っ
て
野
郎
頭
に
し
て
演
じ
た
野
郎
歌
舞
伎
に

お
い
て
、女
方
役
者
が
野
郎
頭
に
乗
せ
た
帽
子
状
の
被
り
物
が
、「
紫
帽
子
」
の
ル
ー

ツ
と
説
く
。
も
と
は
野
郎
帽
子
と
い
い
、
若
衆
が
剃
っ
た
前
髪
を
隠
す
た
め
頭
に

被
っ
た
手
拭
い
が
は
じ
ま
り
で
あ
り
、他
に
綿
な
ど
も
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
後
「
び

ら
り
帽
子
」
や
「
紫
帽
子
」
と
な
る
。
と
も
に
「
紫
色
」
の
縮
緬
に
よ
る
被
り
物
で
、

「
紫
色
」
の
被
り
物
が
女
方
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
。「
び
ら
り
帽
子
」
は
「
ひ
ら

り
帽
子
」
と
も
呼
ば
れ
、
風
に
吹
か
れ
る
と
揺
れ
る
こ
と
が
名
称
の
由
来
で
あ
る
。

紫
縮
緬
で
額
を
覆
っ
て
左
右
に
垂
ら
し
た
被
り
物
で
あ
り
、
町
人
の
婦
女
子
に
も

流
行
し
た
。

　
『
役
者
全
書
』
下
巻
に
「
水
木
帽
子　

是
水
木
辰
之
助
は
じ
む
。
其
比
専
は
や
り

し
也
」
と
あ
る
如
く
、
元
禄
期
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
の
名
女
方
・
水
木
辰

之
助
の
「
紫
帽
子
」
は
役
者
名
を
付
し
て
「
水
木
帽
子
」
と
呼
ば
れ
、
特
に
有
名

で
あ
っ
た
。

五
、
近
世
の
「
紫
」（
二
）
―
「
紫
鉢
巻
」
―

　
「
紫
色
」
の
被
り
物
に
続
い
て
鉢
巻
に
注
目
し
て
み
た
い
。「
紫
鉢
巻
」
と
い
え

ば
助
六
が
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
歌
舞
伎
『
助
六
』
の
台
帳
、
主
人
公
・
助
六

の
出
（
登
場
場
面
）
み
て
み
よ
う
。

巻
橋　

助
六
さ
ん
、
そ
の

皆
　々

鉢
巻
は
へ

助
六　

こ
の
鉢
巻
の
御
不
審
か

上
る
り
〽
こ
の
鉢
ま
き
は
過
し
こ
ろ
、
由
縁
の
す
ぢ
の
紫
の
、
初
元
結

を
ま
き
初
し
、
初
冠
の
若
松
の
、
ま
つ
の
は
け
さ
き
す
き
額
、
つ
ゝ
み

八
町
風
そ
よ
ぐ
、
草
に
音
せ
ぬ
塗
り
ば
な
を
、
一
ツ
印
籠
一
ツ
ま
へ
、

二
重
ま
は
り
の
雲
の
帯
、
富
士
と
筑
波
の
山
合
ひ
に
、
袖
ふ
り
ゆ
か
し

君
ゆ
か
し

　
　
　

　
「
上
る
り
」（
浄
瑠
璃
）、
す
な
わ
ち
『
助
六
』
の
伴
奏
音
楽
で
あ
る
河
東
節
の
詞

章
に
「
由ゆ
か
り縁
の
筋
の
紫
の
」
と
あ
る
。
こ
の
詞
章
は
、前
掲
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
紫

の
一
本
ゆ
え
に
武
蔵
野
の
、草
は
み
な
が
ら
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
」に
よ
っ
て
い
る（
注

２
）。『
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
書
『
顕
注
密
勘
』
で
藤
原
定
家
が
注
し
た
如
く
、

紫
は
縁
、
ゆ
か
り
の
色
で
あ
り
、「
ゆ
か
り
の
筋
」
と
は
助
六
の
恋
人
の
花
魁
・
揚

巻
を
さ
す
と
解
す
る
の
で
あ
る
（
第
三
節
参
照
）。

　

平
賀
源
内
（
本
草
学
者
。
戯
作
者
。
浄
瑠
璃
作
者
。
享
保
一
三
年
〔
一
七
二
八
〕

〜
安
永
八
年
〔
一
七
七
九
〕）
の
『
根
無
草
』（
宝
暦
一
三
年
〔
一
七
六
三
〕
刊
）

に
「
紫
帽
子
の
、
ゆ
か
り
の
色
」
と
あ
る
如
く
、
第
四
節
で
前
述
し
た
、
歌
舞
伎

の
女
方
の
シ
ン
ボ
ル
「
紫
帽
子
」
の
「
紫
色
」
も
、「
紫
鉢
巻
」
と
同
様
に
、
縁
、

ゆ
か
り
の
色
で
あ
り
、『
万
葉
集
』
以
来
、
女
性
を
表
現
し
た
「
紫
」
が
、
中
古
・

中
世
を
経
て
、
近
世
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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三
一

ム
ラ
サ
キ
考
（
深
谷
大
）

六
、
近
代
の
「
紫
」（
一
）
―
紫
衛
門
―　
　

　

近
代
に
な
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
・
大
正
期
に
「
紫
衛
門
」
と
呼
ば
れ

た
人
た
ち
が
い
た
。
女
学
生
の
異
称
で
あ
る
。
名
前
の
由
来
は
、
こ
の
頃
の
女
学

生
の
袴
に
紫
色
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
和
泉
式
部
と
並
び
称
さ
れ
た
、
平
安
時

代
の
女
流
歌
人
・
赤
染
衛
門（
中
古
三
十
六
歌
仙
の
一
人
。
生
没
年
未
詳
）を
も
じ
っ

て
、「
紫
衛
門
」
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。「
紫
色
」
の
袴
が
女
学
生
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
っ
た
。「
紫
」
イ
コ
ー
ル
「
女
性
」
の
方
程
式
は
近
代
を
迎
え
て
も
変
わ
ら

ず
生
き
続
け
て
い
た
。　
　

七
、
近
代
の
「
紫
」（
二
）
―
紫
節
―

　

右
の
紫
衛
門
の「
紫
の
袴
」は
流
行
歌
に
歌
わ
れ
た
。
明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）

頃
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
流
行
し
た
「
紫
節
」
で
あ
る
。
元
唄
と
さ
れ
る
歌
詞

を
見
て
み
よ
う
。

〽
紫
の
袴
ゆ
か
し
き
姫
君
が
、
行
く
先
い
づ
こ
、

　

実
に
の
ど
か
な
る
春
の
日
に
、
上
野
、
向
島
、
飛
鳥
山

　

散
れ
〳
〵
散
る
な
ら
さ
っ
と
散
れ
、
サ
ッ
ト
ネ

　

囃
子
詞
が
「
サ
ッ
ト
ネ
」
や
「
ホ
ン
ニ
ネ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
さ
と
ね
節
」「
ほ

ん
に
ね
節
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
。
囃
子
詞
は
、
流
行
歌
や
俗
謡
に
お
い
て
最
も

耳
に
残
る
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。

　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
紫
色
」
の
帯
や
下
紐
、
更
に
「
縵
」、
歌
舞
伎
の
「
紫

帽
子
」
や
「
紫
鉢
巻
」
と
同
様
に
、
袴
の
色
が
「
紫
色
」
で
あ
る
こ
と
が
女
性
を

示
す
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　　

八
、
現
代
の
「
紫
」
―
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め
ぐ
っ
て
―

　

多
様
な
価
値
観
が
行
き
交
う
現
代
社
会
に
お
い
て
、「
紫
色
」
は
女
性
を
表
現
す

る
色
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
で
は
な
く
韓
国
の
Ｋ-

Ｐ

Ｏ
Ｐ
の
世
界
に
注
目
す
べ
き
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。

　

Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
い
え
ば
Ｂ
Ｔ
Ｓ
（
別
称
・
防
弾
少
年
団
。
略
称
・
バ
ン
タ
ン
）

の
人
気
は
絶
大
で
あ
る
。
日
本
に
も
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
る
。
ア
イ
ド
ル
と
し
て

の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
的
、
社
会
的
な
発
言
で
も
知
ら
れ
る
。
リ
ー
ダ
ー

の
キ
ム
・
ナ
ム
ジ
ュ
ン
の
国
連
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
（
二
〇
一
八
年
九
月
二
四
日
）

や
、
韓
国
の
徴
兵
制
へ
の
対
応
な
ど
が
話
題
と
な
り
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
国
際
的
な
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

　

Ｂ
Ｔ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
の
テ
テ
こ
と
、
キ
ム
・
テ
ヒ
ョ
ン
が
「
ボ
ラ
へ
」
と
い
う

言
葉
を
フ
ァ
ン
に
対
し
て
発
し
て
い
る
。「
ボ
ラ
」
は
韓
国
語
で
「
紫
」
を
表
す
。

紫
色
は
「
ボ
ラ
セ
ク
」
で
あ
る
。「
ボ
ラ
へ
」
は
テ
テ
に
よ
る
造
語
で
、
日
本
語
で

は
「
ム
ラ
サ
キ
す
る
よ
」
の
意
で
あ
る
。
テ
テ
は
造
語
作
り
の
達
人
で
、
い
ろ
い

ろ
な
言
葉
を
生
み
出
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
造
語
は
フ
ァ
ン
の
間
で
は
テ
テ
語
と

呼
ば
れ
て
い
る
。「
ボ
ラ
へ
」
は
虹
の
色
か
ら
の
テ
テ
の
連
想
と
の
こ
と
だ
が
、
英

語
で
言
え
ば
「
Ｉ　

Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｐ
Ｌ
Ｅ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
」
で
「
Ｉ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
」

を
意
味
し
て
い
る
。「
Ｉ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
」
の
「
Ｉ
」
は
テ
テ
で
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
」

は
フ
ァ
ン
で
あ
る
。
Ｂ
Ｔ
Ｓ
の
フ
ァ
ン
は
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｙ
と
呼
ば
れ
圧
倒
的
に
女
性
で

あ
る
。「
ボ
ラ
へ
」
つ
ま
り
「
ム
ラ
サ
キ
す
る
よ
」
は
、
ま
さ
に
女
性
に
向
け
た
愛

情
表
現
な
の
で
あ
る
。

　

英
語
の
「
Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
」
は
「
華
麗
」「
王
権
」「
高
位
」
と
い
っ
た
意
味
で

あ
る
。
前
記
の
「
紫
の
、
帯
の
結
び
も
、
解
き
も
見
ず
、
も
と
や
な
妹
に
、
恋
ひ

わ
た
り
な
む
」（
第
二
節
、『
万
葉
集
』（
巻
第
一
二
・
二
九
七
四
））
の
如
く
、「
紫
」

は
日
本
に
お
い
て
も
、
貴
い
、
高
貴
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
。
次
の
和
歌
を
見
て
み

よ
う
。
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
八
号

三
二

紫
の
雲
の
よ
そ
な
る
身
な
れ
ど
も
、
た
つ
と
き
く
こ
そ
嬉
し
か
り
け
れ　

　　

平
安
時
代
末
期
の
四
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
で
、
八
代
集
の
一
つ
で
あ
る
『
後
拾

遺
和
歌
集
』（
応
徳
三
年
〔
一
〇
八
六
〕
成
立
。
巻
七
・
賀
・
四
六
〇
）
で
あ
る
。「
む

ら
さ
き
の
雲
」
つ
ま
り
「
紫
雲
」
は
御
目
出
度
い
雲
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
歌

で
は
、
皇
后
の
異
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

順
徳
天
皇
（
建
久
八
年
〔
一
一
九
七
〕
〜
仁
治
三
年
〔
一
二
四
二
〕）
に
よ
る
、

鎌
倉
時
代
前
期
の
歌
学
書
『
八
雲
御
抄
』「
第
三　

枝
葉
」
も
「
后
、
む
ら
さ
き
の

雲
。
し
り
へ
の
宮
」
と
記
す
。「
し
り
へ
」
は
後
、
後
方
で
、「
し
り
へ
の
宮
」
は

後
宮
、
皇
后
な
ど
の
住
ま
い
を
さ
す
。　

　

Ｂ
Ｔ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
の
テ
テ
の
造
語
「
ボ
ラ
へ
」、
日
本
語
で
は
「
ム
ラ
サ
キ
す

る
よ
」
は
虹
色
か
ら
の
連
想
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
現
代
日
本
で
は
虹
と
い
え
ば
七

色
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
赤
、
橙
、
黄
、
緑
、
青
、
藍
、
紫
の
七
色

で
あ
る
。
テ
テ
も
「
紫
を
虹
の
最
後
の
色
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
虹
色
に

対
す
る
認
識
は
日
本
人
と
同
じ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

虹
の
色
は
五
色
説
、
六
色
説
、
七
色
説
な
ど
議
論
が
あ
り
、
時
代
や
民
族
に
よ
っ

て
一
定
し
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
は
藍
を
除
く
六
色
、
ド
イ
ツ
や
中
国

で
は
藍
と
紫
を
除
い
て
五
色
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
様
々
な
価
値
観
や
感
性
が
ひ
し

め
く
現
代
社
会
に
お
い
て
、
虹
の
色
の
中
に
「
紫
」
を
見
る
色
彩
感
覚
に
関
し
て
、

日
本
人
と
韓
国
人
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

結
び

　

以
上
、「
ム
ラ
サ
キ
」
に
つ
い
て
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
文
学
作
品
や
芸
能
作

品
に
見
ら
れ
る
表
現
を
時
代
順
に
追
う
こ
と
で
、
日
本
人
の
色
彩
感
覚
や
色
彩
表

現
の
変
遷
を
と
ら
え
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
紫
や
紫
色
に
女
性
、
そ
れ
も
高
貴
な

女
性
を
見
る
発
想
が
古
代
か
ら
近
代
ま
で
変
わ
ら
ず
生
き
続
け
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
高
貴
で
高
位
な
女
性
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が
「
ム
ラ
サ
キ
」
に

は
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

女
性
へ
の
愛
情
と
尊
敬
を
示
す
「
ム
ラ
サ
キ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
海
を
越
え
た

韓
国
文
化
に
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。「
ム
ラ
サ
キ
」
と
い
う
色
が
国
境

や
民
族
を
超
え
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
検
討
し
た
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
続
く
「
ム
ラ
サ
キ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
、

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
的
視
点
で
と
ら
え
直
す
こ
と
で
、
新
た
な
日
本
文
学
と
日

本
文
化
の
可
能
性
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
注

１
『
万
葉
集
』『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
、本
稿
で
扱
う
文
学
作
品
の
解
釈
は
、『
新

日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）、『
新
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）、

『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』（
新
潮
社
）
は
じ
め
、
先
覚
の
研
究
を
参
照
し
作

成
し
た
。な
お
、和
歌
を
は
じ
め
原
文
の
表
記
は
私
に
漢
字
を
あ
て
る
な
ど
、

読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
処
理
を
施
し
て
い
る
。

２
『
日
本
古
典
文
学
全
集
98　

歌
舞
伎
十
八
番
集
』（
郡
司
正
勝
校
注
、
九
二

頁
・
頭
注
一
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）。
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